
問　

東
京
五
輪
柔
道
女
子
78

㎏
級
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
濵
田

尚
里
選
手
と
地
元
の
著
名
人

を
学
校
教
育
に
活
か
す
考
え

は
な
い
か
。

答　

本
市
は
、
そ
の
栄
誉
を

称
え
、
初
と
な
る
「
霧
島
市

民
栄
誉
賞
」
を
授
与
し
、「
お

じ
ゃ
ん
せ
霧
島
大
使
」
に
任

命
、
庁
舎
前
に
は
祝
福
の
懸

垂
幕
も
掲
げ
て
い
る
。
大
舞

台
で
栄
光
を
手
に
し
た
姿

は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
夢
と
希
望
を
与
え
て
く

れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

本
市
出
身
の
ア
ス
リ
ー
ト
や

文
化
人
も
多
く
、
郷
土
力
士

と
関
係
の
深
い
学
校
で
は
、

手
紙
や
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
交

流
し
、
学
校
行
事
へ
の
参
加

も
し
て
い
る
。児
童
生
徒
が
、

郷
土
の
人
材
に
触
れ
る
機
会

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
道

徳
科
や
総
合
的
な
学
習
な
ど

で
も
、
先
人
の
功
績
と
そ
の

人
物
像
か
ら
自
分
の
生
き
方

や
考
え
方
を
学
ぶ
授
業
も

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
子

ど
も
た
ち
が
夢
や
希
望
を

持
っ
て
生
き
生
き
と
学
べ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
霧
島

　

市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ

　

い
て

問　

本
市
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

状
況
と
小
中
高
生
の
感
染
者

状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
本

市
で
の
飲
食
店
で
の
ク
ラ
ス

タ
ー
の
状
況
は
ど
う
か
。 

 

答　

３
月
に
は
医
療
従
事
者

へ
、
４
月
か
ら
は
65
歳
以
上

へ
の
接
種
を
し
、
６
月
２
日

か
ら
は
、
集
団
接
種
を
イ
オ

ン
隼
人
国
分
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
開
始
し
て
い

る
。
優
先
接
種
対
象
者
で
予

約
の
取
れ
て
な
い
方
や
妊
婦

や
同
居
家
族
な
ど
は
優
先
接

種
で
き
る
よ
う
調
整
し
て
い

る
。
ま
た
、
９
月
７
日
現

在
、
65
歳
以
上
が
１
回
目

88
・
７
％
、
２
回
目
86
・

４
％
、
19
歳
か
ら
64
歳
が
１

回
目
46
・
３
％
、
２
回
目

24
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
本
市
の
飲
食
店

で
は
、
３
件
の
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
て
い
る
。

今
年
の
災
害
状
況
は

問　

本
市
に
お
い
て
は
比
較

的
災
害
の
少
な
い
年
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
ど
の

く
ら
い
発
生
し
て
い
る
か
。

答　

７
月
９
日
、
溝
辺
地
区

を
中
心
に
激
し
い
雨
と
な

り
、
１
１
９
ミ
リ
を
観
測
。

８
月
11
日
〜
８
月
19
日
ま
で

福
山
地
区
で
７
０
０
ミ
リ
を

超
え
る
大
雨
を
観
測
。
国
分

地
区
で
は
飲
食
店
な
ど
床
上

浸
水
２
件
が
発
生
、
溝
辺
地

区
で
市
道
災
害
６
件
、
公
園

災
害
１
件
、河
川
災
害
３
件
、

耕
地
災
害
36
件
、
林
道
災
害

３
件
発
生
し
て
い
る
。

問　

霧
島
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

の
移
転
は
決
定
し
て
い
る
が

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

う
か
。
市
は
、
現
在
の
機
能

を
失
う
こ
と
な
く
移
転
す
る

と
し
て
い
る
が
、
地
区
住
民

は
、
ス
テ
ー
ジ
を
作
る
こ
と

や
、
雨
の
日
に
子
ど
も
が
遊

べ
る
遊
具
を
設
置
し
て
ほ
し

い
と
要
望
も
あ
る
が
ど
う

か
。
ま
た
、
現
公
民
館
跡
地

は
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
の

か
。

答　

令
和
４
年
度
で
設
計
業

務
を
委
託
し
て
、
令
和
６
年

度
中
の
供
用
開
始
を
予
定
し

て
い
る
。
設
備
に
つ
い
て

は
、
霧
島
総
合
支
所
と
の
連

携
を
と
り
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
声
を
聞
い
て
取
り
組
む
。

跡
地
に
つ
い
て
も
今
後
検
討

し
て
い
く
。

今
後
の
総
合
支
所
の
あ
り
方

は問　

現
在
、
支
所
方
式
で
総

合
支
所
は
運
営
さ
れ
て
い

る
。
基
本
的
な
人
員
配
置
は

何
名
か
。
ま
た
今
後
の
総
合

支
所
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

人
員
配
置
に
つ
い
て
は

24
名
か
ら
26
名
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
防
災
面
や
人
口

減
少
の
問
題
な
ど
、
住
民
が

不
安
を
感
じ
る
事
の
な
い
よ

う
に
当
面
は
総
合
支
所
方
式

を
維
持
す
る
方
針
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
道
路
行
政
に
つ
い
て

・
水
田
管
理
に
つ
い
て

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問　
　

21
人
が
一
般
質
問　

市
政
の
〝
そ
こ
〞
を
質
す
！

川
窪
　
幸
治  

議
員

下
深
迫 

孝
二  

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
は

霧
島
公
民
館
の
移
転
計
画
と

ス
ケ
ジ
ュー
ル
は

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問　

最
上
位
計
画
で
あ
る
第

二
次
霧
島
市
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
の
策
定
に
は
、
市

民
の
声
を
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
せ
る
の
か
。

答　

幅
広
い
世
代
を
対
象
と

し
た
市
民
意
識
調
査
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
考
え
て

い
る
。
時
代
を
見
据
え
、
新

た
な
時
代
に
向
け
た
テ
ー
マ

も
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
子
育
て
世
代
、
移
住

者
、
外
国
人
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
の
方
が
参
加
で
き

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

も
検
討
を
し
て
い
る
。

本
市
の
教
育
力
の
向
上
を

問　

家
庭
、
学
校
、
地
域
に

お
け
る
取
組
か
ら
、
教
育
力

の
向
上
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答　

家
庭
で
は
子
育
て
サ
ロ

ン
の
開
設
な
ど
の
家
庭
教
育

総
合
支
援
事
業
に
、
学
校
で

は
あ
い
さ
つ
運
動
や
キ
リ
シ

マ
イ
ス
タ
ー
事
業
に
、
地
域

で
は
学
校
評
議
員
な
ど
、
地

域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。学
校

内
外
の
学
び
の
場
の
充
実
か

ら
、更
に
連
携
を
図
り
、教
育

力
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

問　

自
治
会
加
入
促
進
の
そ

の
後
の
取
組
と
現
状
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　

転
入
時
、
自
治
会
加
入

を
促
す
案
内
を
し
、
自
治
会

を
案
内
し
て
い
る
。
ま
た
、

協
定
書
に
基
づ
き
関
係
団
体

に
チ
ラ
シ
の
配
布
を
お
願
い

し
て
い
る
。
今
年
度
の
加
入

率
は
56
・
45
％
で
、
低
下
要

因
と
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の

増
加
や
高
齢
化
の
進
展
が
考

え
ら
れ
る
が
改
善
策
が
見
出

せ
て
い
な
い
。
引
き
続
き
地

区
自
治
公
民
館
や
自
治
会
と

連
携
し
意
義
等
を
Ｐ
Ｒ
し
、

加
入
率
の
下
げ
止
ま
り
を
目

指
す
。

問　

ま
ち
づ
く
り
計
画
書
の

事
業
設
計
と
要
望
改
善
率
に

つ
い
て
は
多
く
の
意
見
が
あ

る
。
一
部
権
限
移
譲
な
ど
大

幅
な
改
革
と
総
体
的
な
見
直

し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

地
区
自
治
公
民
館
に
加

入
し
な
い
自
治
会
が
で
て
き

て
い
る
こ
と
や
、
ふ
る
さ
と

創
生
総
合
戦
略
の
小
さ
な
拠

点
と
い
う
新
た
な
考
え
方
も

示
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
に
も
っ
と
も
適
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
あ
り
か
た
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
本
市
の
防
災
、
減
災
対
策

　

に
つ
い
て
問
う
。

問　

財
政
運
営
の
中
で
、
過

疎
対
策
事
業
及
び
過
疎
対
策

事
業
債
を
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
て
い
る
の
か
。

答　

国
は
、
本
年
４
月
に
過

疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支

援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
を

施
行
し
た
。
本
市
で
も
、
令

和
３
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で

を
計
画
期
間
と
す
る
霧
島
市

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

の
策
定
を
、
今
定
例
会
に
提

案
し
た
。
過
疎
対
策
事
業
債

に
つ
い
て
は
、
国
に
お
け
る

過
疎
対
策
の
重
要
な
支
援
策

で
あ
り
、
本
市
と
し
て
も
有

利
な
財
源
の
一
つ
で
あ
る
。

今
後
も
各
種
補
助
事
業
等
や

基
金
な
ど
の
財
源
を
確
保

し
、
過
疎
地
域
の
持
続
的
発

展
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
沿
線
の
環
境
整

備
は

問　

駅
周
辺
及
び
線
路
沿
い

は
除
草
作
業
が
で
き
な
い
状

況
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進

捗
は
ど
う
か
。

答　

本
年
８
月
３
日
に
、
Ｊ

Ｒ
九
州
鹿
児
島
支
社
の
職
員

や
沿
線
の
地
域
活
性
化
団
体

等
と
沿
線
各
駅
に
お
い
て
合

同
の
現
地
調
査
を
行
な
っ

た
。
駅
構
内
の
除
草
作
業
を

は
じ
め
、
環
境
美
化
活
動
に

つ
い
て
連
携
し
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

松
枝
　
正
浩  

議
員

久
保
　
史
睦  

議
員

計
画
策
定
に
は
多
く
の
市
民

の
声
の
反
映
を

市
民
や
地
域
の
声
を
反
映
し

時
代
を
見
据
え
た
行
政
改
革
を

愛
甲
　
信
雄  

議
員

過
疎
地
域
に
手
厚
い
施
策

を

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

濵田尚里選手（自衛隊体育学校提供）

郷
土
の
人
材
を
活
か
し
た

学
校
教
育
を

木
野
田
　
誠  

議
員
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